
第１分科会 話すこと・聞くこと 

第１学年国語科学習指導案 
 

 

１ 単元・題材  論点をとらえる 「話題をとらえて話し合おう バズセッションをする」 

（光村図書１年） 

 

２ 目 標 

○ よい話合いとは何かを探究しようとしている。        （国語への関心・意欲・態度） 

◎ 話題や議論の流れを的確にとらえて話し合うことができる。       （話す・聞く能力） 

○ 事実と意見の関係に注意し、相手の反応を踏まえながら話すことができる。（話す・聞く能力） 

○ 話し手の言葉を受け、自分の表現に生かすことができる。（言語についての知識・理解・技能） 

 

３ 指導観 

○ 本単元は、中学校学習指導要領国語第１学年「Ａ 話すこと」の指導事項（１）「オ 話合いの

話題や方向をとらえて的確に話したり、相手の発言を注意して聞いたりして、自分の考えをまと

めること。」（２）「イ 日常生活の中の話題について対話や討論などを行うこと。」を受けて設定

されている。また、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕（１）イ（ア）「音声の働きや

仕組みについて関心をもち、理解を深めること。」・（ウ）「事象や行為などを表す多様な語句につ

いて理解を深めるとともに、話や文章の中の語彙について関心をもつこと。」も受けて設定されて

いる。 

本題材は、２年生「話し合って考えを広げよう パネルディスカッションをする」、３年生「課

題解決に向けて話し合おう 社会への提言をまとめる」と系列的に配置され、「バズセッション」

の演習を通して効果的に話合いを進めていく方法について学習する。「バズセッション」はグルー

プ討議の一つで、４～６名ずつに分かれて課題について話し合い、代表者が全体に報告するもの

で、生徒は、全体で話し合うより意見が出しやすく、話し合う楽しさも実感できる。まず、日常

生活から課題を見つけ、話合いの前に一人一人が課題に対する自分の考えをまとめる。話合いの

際には、順番に全員が意見を述べたあと、互いの意見についてよい点・問題点を整理することで

よりよい解決策や決定案を導き出すことができる。「バズセッション」の演習を通して、効果的に

話し合う活動を経験することは、お互いの立場や考えを尊重する態度を身に付けさせ、よりよい

人間関係を築く力や確かな学力を身に付けるために非常に意義深い題材と言える。 

○ 本校では、毎月、学級各種委員会・全校各種委員会が設けられ、生徒たちが司会・進行する話

合い活動を継続して行っている。本校で実施した「話すこと・聞くことに関するアンケート」に

よると「話し合うことが好き」と答えた生徒が、８０．３％であった。さらに「自分の考えにつ

いて自信をもって発表したいと思ったことはあるか」という質問に対しては、４８．２％の生徒

が「ある」と答えていた。その理由については「自分の意見を友達に知ってもらいたいから」「自

分の発表に対して友達が意見を述べてくれ、自分の考えの幅が広がるから」という回答が得られ

た。 

 生徒は、小学校で、「尋ねたり応答したり、グループで話し合ったりして考えを一つにまとめる」

「学級全体で話し合って、考えをまとめたり、意見を述べ合ったりする」「調べたことやまとめた

ことについて討論する」という学習を行っている。また、中学校では、一学期に「流れを踏まえ

て話し合おう」という話合いの練習を行い、司会者や発言者になって具体的な発言の仕方を学習

している。しかし、意見や考えに対する理由や根拠となる発言は少なく、説得力のある意見を述

べ、効果的に話合いを進めていくことが充分にできているとは言えない。 

○ そこで、指導に当たっては、よりよい解決策や決定案を引き出すことを目的に、まとめる時間

や学習の場を確保したい。また、バズ（蜂の羽音）のように全員が意見を述べ、互いの意見を重

ね合わせるにぎやかな話合い活動になるように、日常生活から課題を見つけさせる。司会の進め

方については、音声ＣＤを利用して、全員に共通理解させる。さらに、バズセッション前にあら

かじめ自説を分析して対応・説明の方法を検討し、準備する学習活動を行い、確かな意見へと固



めさせて、自信や説得力をもって発言できるようにし、話合いを有益なものとさせたい。 

 

４ 指導計画と評価計画 （全５時間） 

 

時

間 

学習内容及び学習活動 

 

 

国語への関心・意

欲・態度 
話す・聞く能力 

 

言語についての

知識・理解・技能 

１ 

○今までの話合いを振り返り、よ

りよい話合いについて考える。 

○本文を読み、学習全体の見通し

をもつ。 

○さまざまな話合いの方法を知

り、バズセッションについて理

解する。 

○話合い学習に関

心をもち、その

目的や方法、留

意点について正

しく理解してい

る。〈観察〉 

○話合いには、目

的に応じた形

式があること

を知る。 

○バズセッショ

ンの目的や形

式を理解する。 

〈ワークシート〉 

 

２ 

○バズセッションにおける司

会・書記・報告の役割を知る。 

○音声ＣＤ「話し合いの例」を聞

き、バズセッション全体の進め

方と留意点の確認をする。 

○バズセッション

の目的や形式、

流れをつかもう

としている。 

〈観察〉 

○バズセッショ

ンにおける役

割について理

解する。 

〈ワークシート〉 

 

３ 

○日常生活からバズセッション

の課題を見つける。 

○話合いの課題に対する自分の

考えをもち、整理する。 

○自分の考えの根拠・問題点・解

決法について見直し、より説得

力のある意見にする。 

○日常生活に目を

向け、話合いの

課題に対する自

分の考えをまと

めようとしてい

る。 

〈ワークシート〉 

○考えと根拠を

整理し、自分の

意見をより鮮

明にできる。 

○自分の意見の

問題点にも目

を向け、その対

策を考えるこ

とができる。 

〈ワークシート〉 

 

４ 

（
本 

時
） 

 

 

 

 

 

○バズセッションを振り返る。 

○バズセッション

の進め方や全体

の流れについて

把握しようとし

ている。〈観察〉 

○自分の考えを

わかりやすく

話すことがで

きる。 

○相手の話を正

確に聞き、自分

の考えと比べ

ながら話し合

うことができ

る。〈観察〉 

○話し手の言葉

や話し方に着

目し、自分の表

現に生かすこ

とができる。 

〈ワークシート〉 

５ 

○グループごとに報告をする。 

○全体の学習を振り返り、感想を

書く。 

○バズセッション

の展開について

振り返り、今後

の課題や目標を

考えようとして

いる。 

〈ワークシート〉 

○報告を聞き、自

分のグループ

の話合いと比

較しながら考

えを深めるこ

とができる。 

〈観察〉 

○説得力のある

発言に着目し、

自分の表現に

生かすことが

できる。 

〈ワークシート〉 

 

５ 本時の目標 

「蓄えたい学習用語・語彙」

を生かした学習活動の場面 

バズセッションを行い、メ

モを整理して報告会の準備

をする。 



○ 自分の考えをわかりやすく話し、相手の話を正確に聞き、自分の考えと比べながら話し合うこ

とができる。                             （話す・聞く能力） 

 

６ 蓄えたい学習用語・蓄えたい語彙 

蓄えたい学習用語 蓄えたい語彙 

バズセッション 事実と意見 提案 

根拠 結論 司会 

話題 議論の流れ 反応 効果的 反映  

課題 説得力 実践 

 

 

７ 学習指導過程 

段 

 

階 

 

 

学習内容及び学習活動 

 

 

指導上の留意点 

評

価

の

視

点 

導

     

入 

１ これまでの学習内容を確認する。 

２ 本時の目標を確認する。 

 

○「蓄えたい学習用語」を掲示する。 

○課題について考えをまとめるために、小グ

ループに分かれてバズセッションを行う

ことを全員で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループごとにバズセッションを行

う。 

① 司会者の進行に従って順番に全員

が課題について意見や根拠を発言す

る。また、司会者は活発に意見交換で

きるよう配慮し、発言内容をまとめ

る。 

② 意見を述べる場合は、自分の意見や

立場、その根拠を簡潔に説明する。 

③ 他の人の意見はメモを取りながら

聞き、質問や発言の際は司会者の進行

に協力する。 

④ 書記は、報告会のことを意識し、全

体的な話合いの流れも記録する。 

 

４ 報告会に向けて①～④の視点でメモ

を整理する。 

① グループとしての意見や提案とそ

の根拠・理由。 

 ② 話合いの中で出てきた、疑問点や新

たな課題。 

 ③ 話合いを通して、気づいたことや説

得力のある意見、アイディア。 

 ④ 話合いを進める中で、よかった点と

改善したい点。 

５ グループごとに報告会のリハーサル

 

 

○学習内容及び学習活動に記載した①～④

のことに気を付けて、話し合わせる。 

 

○話し合いがスムーズに進むようワークシ

ートの活用を促す。 

 

○話合いが行きづまっているグループは机

間指導しながら、支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

○書記のメモを元に、学習内容及び学習活動

に記載した①～④のことを１分程度の発

表メモにまとめるよう指示する。 

 

○意見が一つにまとまらなかったときはそ

のこともあわせて報告するよう助言する。 

 

 

○発表メモを使って報告会での発表リハ－

Ⅰ 

バズセッションを行い、メモを整

理して報告会の準備をしよう。 



展

開 

を行う。 サルを行わせる。班員どうしで感想や改善

点を出し合い、説得力のある報告を目指す

ように指示する。 

ま

と

め 

６ バズセッションを振り返る。 

 

７ 次時の学習内容を知る。 

○自己評価シートを使って、活動を振り返ら

せる。 

○次時の報告会に備えて、考えをまとめてお

くように指示する。 

 

 

８ 評価の視点と評価項目 

評価の視点 評価項目〈☆評価方法〉 

Ⅰ 自分の考えをわかりやすく話し、相手の話

を正確に聞き、自分の考えと比べながら話し

合うことができたか。 

・他の意見をメモに取りながら聞き、自分の考え

に取り入れながら、話し合うことができてい

る。 

〈☆観察・ワークシート〉 

 

９ 板書計画 

     

話
題
を
と
ら
え
て
話
し
合
お
う 

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る 

     

課
題
＝
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

  

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う 

 

メ
モ
の
整
理 

 
報
告
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う 

 

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
振
り
返
る 

 

 

○
話
題
や
議
論
の
流
れ
を
的
確
に
と
ら
え
て
話
し
合
お
う
。 

○
事
実
と
意
見
の
関
係
に
注
意
し
、
相
手
の
反
応
を
踏
ま
え
な
が
ら
話
そ
う
。 

本
時
の
目
標 

バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
メ
モ
を
整
理
し
て
報
告
会
の
準
備
を
し
よ
う
。 

 

蓄えたい学習用語 

バズセッション 

事実と意見 

提案 根拠 

結論 司会 

蓄えたい語彙 

話題 議論の流れ 

反応 効果的 

反映 課題  

説得力 実践 


